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紹介文 

 大気中には様々な微粒子が浮かんでいますが、これらの大気浮遊微粒子を「大気エアロゾ

ル」と呼んでいます。人類は、火の使用と言葉の使用により進化し、文明を発展させてきま

したが、枯れ木や芝を燃やして暖を取り、調理をすると、必ず煙がでます。森林火災では大

量の煙が舞い上がります。浜辺では海から塩（海塩粒子）が飛んできます。また、道路が舗

装されていなかった時代には、春の風の強い日には黄色い土ぼこりが舞い上がりました。砂

漠では砂が舞い上がり、しばしば砂塵嵐が発生しています。近代になり、石炭・石油の燃焼

エネルギーを利用した産業革命が起きると、工場、自動車、大型船舶から、ガスとともに様々

な色の（種類の）排煙が大量に排出されるようになりました。 

 これらの大気エアロゾルについて、この講義ノートでは、エアロゾルとは何か（その物理・

化学的特性）、エアロゾルの空気中での挙動（運動）、衝突過程の運動学、エアロゾルの捕集

法と集塵機などについて、解説しています。また、大気中に浮遊している微粒子が、太陽光

（太陽放射）と赤外線（赤外放射）をどのように散乱・吸収しているのか、すなわち、微粒

子による太陽放射と赤外放射の伝達理論の基礎について述べています。その結果、大気エア

ロゾルにより、空はどのような色になるのか（大気光学）、大気エアロゾルが地球の気候に

どのような影響を与えているのか、など、大気環境問題に関する話題についても解説してい

ます。最期に、気体から微粒子が形成（生成）される過程について述べています。 

 以上のように、この講義ノートでは、大気中に浮遊している微粒子（大気エアロゾル）に

ついて、その物理・化学特性、発生（生成）過程、微粒子の空気中での運動と捕集・集塵、

微粒子による太陽光と赤外線の散乱・吸収過程などについて、幅広く総合的に述べられてい

ます。基礎から解説されていますので、しっかり読んでいただければ幸いです。 
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